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1．はじめに

　本校は，木製の航空機を製造する技術者養成
のため，昭和 19 年に岐阜県高山航空工業学校
として創立された。以来，幾度かの学科・課程
の再編を経て，昭和 48 年に岐阜県立高山工業
高等学校となり，平成 26 年に創立 70 周年を迎
えた。現在は機械科・電気科・電子機械科・建
築インテリア科の 4学科を設置する，岐阜県北
部，飛騨地区唯一の工業高校である。
　「かしこく・つよく・ゆたけく」を校訓とし，
卒業後の生徒の多くは，飛騨地域や中京地区に
就職している。部活動は，スキー部が県の強化
指定を受け全国大会にも出場する他，ものづく
りの競技会にも積極的に取り組み，平成 29 年
度若年者ものづくり競技大会メカトロニクスで
銀賞となる等，部活動にも積極的に取り組んで
いる。また，平成 30 年度入学生から建築イン
テリア科において全国からの生徒募集枠を設け
る等，地域の将来を担うエンジニアリーダーの
育成を目指している。

2．地域産業の現状と課題

　本校が所在する飛騨地域は，今後急激な少子
化により若年者人口が減少し，それに伴い地域
産業や社会を支える人材が不足することが懸念
されている。これらを踏まえた本校の課題は，
地域の産業や社会を支える技術者育成と位置付

け，そのために必要な資質・能力等を明確にし，
どのようにして生徒に身に付けさせるかを具体
的に検討し，確実に取り組んでいくことである。
　以下に，工業が社会に果たす役割を生徒に理
解させるとともに，地域社会や地域産業の理解
を深めさせるため，近年本校が行っている地域
や企業等と連携した学習活動を挙げる。

3．活動内容

⑴　サテライトキャンパス活動
　この活動は，サテライトキャンパスとしてイ
ベント会場等に生徒の活動場所を設置し，観光
客や地域の方と交流して学習成果を発表する活
動である。“飛騨の匠工房”はサテライトキャ
ンパスにおいて，生徒が地元企業と連携して開
発した製品や，飛騨の匠の伝統を受け継いだ伝
統工芸品を製作し，自ら販売する活動である。
又，「ものづくり体験教室」は，小学生や地域
の人々が，工業高校の各学科の特色を生かした
ものづくりを体験し，本校に興味をもってもら
う活動である。
　“飛騨の匠工房”の商品は，木製飛行機の模
型キット，高山陣屋の釘隠しの真向兎を模した
マグネット，金属加工で作製した携帯ストラッ
プ「アルボ君」，ろうそくの揺らぎを LEDで再
現した春慶塗の行灯等があり，平成 25 年から
のべ 25 品目を開発し販売している。（写真 1）
　高山陣屋で行われる朝市で活動すると，地域
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　このプログラムを終えた生徒たちは，「みん
なで，意見を出し，まとめるのは大変だったけ
ど面白かった」，「一人の意見だけでは，判断で
きないことに気付いた」など，個人の意見を尊
重し，集団討論を行う大切さを実感していた。
⑵　職業人へのインタビューワークショップ
　このワークショップは，職業人から直接仕事
や働くことについて話を聞くことで，生徒自身
の将来設計を考えるきっかけやヒントを得るプ
ログラムである。
　このプログラムを終えた生徒たちは，経験豊

解しながら，将来，社会人，職業人として生活
していくために必要な能力等を身に付けること
ができる内容になっている。本校では，NPO

法人「16 歳の仕事塾」と連携し，社会人・職
業人と接する機会が少なく，アクティブ・ラー
ニングの授業が少ない第 1学年を対象に，3つ
のプログラムを実施している。
　①　チームコンセンサス・ワークショップ
　②　職業人へのインタビューワークショップ
　③　社会人の中の自分役割から考えるワーク
ショップ
⑴　チームコンセンサス・ワークショップ
　このワークショップは，グループ・ワークを
通じて，自分の考えや意見をしっかり他人に話
し，ディスカッションしながらチームとして最
適解を出すことが大切であることを学ぶ課題解
決型のプログラムである。

富な職業人へインタビューをするなかで，生徒
自身が主体的に進路について考えることができ
ていた。また，知らない人や異なる年齢の大人
と話し，コミュニケーション能力を実践的に身
に付けることもできた。

⑶　社会人の中の自分役割から考えるワークシ
ョップ
　このワークショップは，グループでの共同作
業をとおして，社会人として求められる基礎的
な力「社会人基礎力（3つの能力と 12 の要素）」
を理解するためのプログラムである。
　このプログラムを終えた生徒たちは，自己の
新たな発見，課題などを見出し，社会人として
必要な能力について考えることができた。1年
生の早い段階から，自分の将来を見据え，「社
会人・職業人」を意識することができた貴重な
経験となった。

　このように，工業版エンカレッジスクールで
ある本校では，学び直しをしっかりと行うとと
もに，健全な職業観・勤労観の育成を目指し，
「キャリアガイダンス」，「インターンシップ」，
「ゆめナビプロジェクト研究校」を，進路実現
するための柱と考え，「キャリア教育」の充実
を図り，生徒の希望する進路に結び付けていく
ために，教職員が一丸となって取り組んでいる。

チームコンセンサス・ワークショップ

インタビューワークショップ
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の方からの励ましの言葉をいただいたり，外国
人観光客へ対応したりすることを通して，作っ
たものを手にした人の反応を直接感じることが
でき，生徒はより良いものを作ろうとする意欲
を向上させている。
⑵　産業現場実習
　産業現場実習は，建築インテリア科 3年生の
インテリア類型の生徒が地域の家具メーカーに
おいて，家具の企画から製造に至る一連の作業
工程を実際の技術者から指導を受ける実習活動
である。企業実習と学校の学習を並行して行う
実習活動として，平成 2年度から始めて，本年
度で 29 年目を迎える歴史ある活動である。
　現在は，課題研究に位置付けて実施しており，
本年度は希望した 6名の生徒が 4社に分かれ，
スツール製作（写真 2）を共通テーマに 30 時
間実施する予定である。実施後はその体験を生
かし，学校で専門的な内容を意欲的に学ぶこと
に繋がっており，卒業後，指導を受けた企業に
就職する生徒も多い。
　さらに，平成 29 年度からは地元建設協会の
協力を得て，建築類型でも同様の実習活動を始
め，「建築現場を肌で感じる」を目的に，8社に
分かれ 8名が実践的な技能，技術を学習してい
る。（写真 3）
　産業現場実習は，直接企業の技術者から学ぶ
ことによって，単に知識や技術の習得ではなく，
働く意義や望ましい職業意識を身に付けられ
る，まさにキャリア教育である。

⑶　知的財産教育
　生徒の創造力を伸ばし，身近に起きる問題を
自らの発想と技術で解決する力を育成するた
め，平成 28 年度より（独）工業所有権情報・
研修館（INPIT）主催の「知的財産に関する創
造力・実践力・活用力開発事業」に参加してい
る。
　飛騨地域のものづくり産業は，家具や独自の
技術を持った特色のある製品が多い。少子高齢
化が進むこの地域において，生産性の向上や，
知的財産を生み出す人材の育成が望まれてお
り，以下の知的財産に関する教育を研究・推進
している。
①　基礎教育（基礎知識と発想手法の習得）
　全ての学科で 1年次に知的財産に関する基礎
的な教育活動として，身近な課題を解決するア
イディア商品を創出する実習を取り入れてい
る。ブレインストーミングや KJ法といったア
イディアの創出や整理方法を用いた問題解決ワ
ークショップや，紙タワー製作やマシュマロと

写真1　高山陣屋でのサテライトキャンパス 写真2　生徒が企業で製作したスツール

写真3　建設現場で作業する生徒
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⑷　 水力発電によるエネルギーに関するイノベ
ーション

　平成 29 年に高山市で，市内の小学校 4～ 6
年生までの児童が電気エネルギーの有効利用方
法を考える取組が行われた。電気科ではそこで
教材として活用する，木製水車発電機を開発し，
生徒が「ものづくり実習講師」として参加して
児童の活動を支援した。（写真 5）

パスタで構造物を製作するといった教材によっ
て，グループワークで課題解決を図る実習を行
っている。
②　商品製作・開発（商標・意匠の実践的開発）
　サテライトキャンパスにおいて，販売する商
品はオリジナル商品であるが，すでに商標や意
匠登録されていないかを検索サイト（J－
PlatPat）で調べたり，必要な場合は許諾を取
ったりするなど，産業財産権を踏まえた実践的
な商品製作になるよう指導している。
　③発展的な取組（知的財産の創造）
　電子機械科では課題研究において，地場産業
を生かした新商品の開発を研究したり，商品の
生産効率を上げるための金型づくりに挑戦した
りしている。また，パテントコンテストに応募
するアイディア作品の創出にも取り組んでお
り，特にパテントコンテストへの挑戦では，過
去に 4件入賞し，そのうち 3件が特許登録され
た。（写真4）将来，生徒が学んだ内容を生かし，
地域で特許技術を生かした事業が生み出される
ことを期待している。

　さらに，高山市制 80 周年記念事業として開
催された工業高等専門学校の大会「第 6回小水
力発電アイデアコンテスト」に特別参加した。
農業用水に設置して，街灯等に電力を供給する
小水力発電システム（写真 7）を，機械科，電
気科，建築インテリア科がそれぞれの専門性を
生かして合同で製作した。

　また，木製水車発電機で発電した電気エネル
ギーを有効利用する作品を製作する親子ものづ
くり体験教室を，市内のまちづくり協議会の要
望で開催した。（写真 6）

写真4　パテントコンテストでの表彰の様子

写真5　子ども大学たかやまでの様子

写真6　ものづくりを指導する生徒

写真7　農業用水に設置した小水力発電機
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　また，平成 28 年には，高山祭屋台を所有す
る町内会から，サテライトキャンパスで販売し
ているろうそくの揺らぎを再現した LED光源
を，高山祭りの屋台の提灯に活用できないか相

4．おわりに

　地域や企業と連携し工業教育の魅力を高める
ことは，工業教育を地域住民に理解してもらう
だけでなく，活動を通して，生徒自身が工業高
校で学ぶ専門知識や技術によって，様々な課題
を解決することが可能であり，地域社会に貢献
できることを理解することに繋がった。また，
活動に参加する児童や生徒に対し，ものづくり
の楽しさや大切さを伝えることができた。
　今後も様々な活動を検証，整理して教育課程
や学習計画に効果的に取り入れることによっ
て，課題発見や課題解決，コミュニケーション
能力といった，様々な資質，能力の育成に繋げ
たいと考えている。そして，さらに地域の様々
な資源を活用した魅力ある教育活動を推進し，
「飛騨の匠の技と心を継承」する技術者の育成
に努めていく覚悟である。

談を受けた。ユネスコ無形文化財にも登録され，
多くの観光客が集まる祭りであり，耐久性や信
頼性等多くの課題を克服して，実現することが
できた。この成果を受け，翌年には同町内の門
提灯を LED光源に代える取組につなげること
ができた。（写真 10）

写真8　高山市長室へ木製水車模型の寄贈

写真10　LED化した祭屋台と門提灯

写真9　夏休み親子ものづくり教室のサポート

　これらの取組の成果は，平成 29 年に県が主
催する専門高校の活動を発表する場で，地元の
中学 2年生に対して紹介した。また，高山市教
育長にも報告し，木製水車発電機の模型を教育
長室に寄贈した。（写真 8）

⑸　その他の地域連携・交流活動
　この他にも地元中学校への生徒の卒業作品展
示や，近隣の小学校 6年生へのものづくり体験
教室など様々な活動を実施している。このよう
な活動が本校の教育内容を地域に広報する機会
となっており，様々な団体等から子どもたちを
対象にしたものづくり体験教室等へのサポート
を相談されることも多くなった。（写真 9）
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